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営業担当

【看多機ふる里】【老健ゆうとぴあ】

※介護老人保健施設は、要介護度1以上の方対象に介護を必要とする高齢者の自立を支援し在宅への復帰を目指す為に医師による
医学的管理のもと看護・介護といったケア、専門職のリハビリを受けることが出来る介護保険の施設

老健は在宅復帰率等に応じて5つの区分に別れます。

その中でも最上位である“超強化型老健”を両老健とも取得しています。
在宅復帰を目指す役割である老健として、安心してご相談ください。

全国取得割合は全体の28.７％（R4全国老健施設協会データ）超強化型老健 “超強化型老健”とは
・在宅復帰率・退所時指導
・リハビリテーションマネジメント
・地域貢献活動・
・充実したリハビリ等
10項目のポイント合計が
７０点以上、その他全ての
算定要件を満たした
在宅復帰への貢献度が
特に高く評価された施設

89床

個 室 5床
2人部屋 2床

3人部屋 2床
4人部屋19床

・敷地内に透析施設がある。

・クリニックやサ高住が同敷地内。
・経鼻栄養、在宅酸素の方も可能。

70床
個 室10床

4人部屋15床

・手厚いリハビリ専門職の配置

・介護老人福祉施設と同一建物

・ケアハウスが隣接している
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小学生になった
末娘からもらった
お守りも挟んで・・・

先日、だいぶ遅ればせながら話題の
“ChatGPT”を初めて使ってみました。
質問をすると答えてくれたり、今晩の
食事の献立を冷蔵庫の中身から具体的
に考えてくれたり…
小学生の娘が、どうしても分からない
算数の問題を写真で送ってみたところ
褒めながら丁寧に教えてくれたり、何
だか頼りになりそうです。
写真をイラストに生成してくれる機能
もあることが分かり、早速わが家の
愛猫を試作すると、なんとそっくり‼
AIでは解決できない問題もたくさん
あると思いますが、
上手に活用してみたいものですね。

最近の毎日の仕事での必需品は「手帳」です。
実は、プライベートで毎年手帳を買うのですが、続いたことが
ありません。
気づけば秋ごろになると、2月あたりから真っ白の手帳が…。
なんでも長続きしないところが短所でもあります。
今まで仕事では、手製でスケジュール表を作り毎日の業務内容
をメモしていましたが、今年は「手帳」を購入してみました。
仕事となると、書くこともたくさんあり、人生初の「手帳が必
需品!!」となっています。振り返ることはもちろん、先の予定
も書きこむことができ、今更ですが、手帳の便利さを体験して
います。今は、アプリでスケジュール管理できる時代ですが、
手書きで管理するのもいいですね。
その時の感情で字のきれいさも違ったりして・・・。
「手帳」今年は続きそうです♪


